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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
の
一

環
と
し
て
、
９
月　

日
に
公
告
さ
れ
、
１

27

か
月
間
縦
覧
が
行
わ
れ
た
、
中
央
新
幹
線

（
東
京
都
・
名
古
屋
市
間
）
の
環
境
影
響

評
価
方
法
書
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

方
法
書
は
、
環
境
影
響
評
価
を
行
う
た

め
に
必
要
な
対
象
事
業
の
概
要
、
対
象
事

業
実
施
区
域
お
よ
び
そ
の
周
囲
の
概
況
、

並
び
に
環
境
影
響
評
価
の
項
目
、
調
査
、

予
測
お
よ
び
評
価
の
手
法
に
つ
い
て
記
載

し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
方
法
書
は
全
線
（
東
京
都
・
名

古
屋
市
間
）
が
都
県
ご
と
に
作
成
さ
れ
て

お
り
、
岐
阜
県
版
の
方
法
書
は
本
編
（
２

５
８
頁
）・
要
約
書
（　

頁
）・
図
面
集
か
ら
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な
り
、
記
載
さ
れ
た
主
な
内
容
（
特
に
今

回
、
明
ら
か
に
な
っ
た
事
項
）
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
環
境
影
響
評
価
の
全
体
の
流
れ

に
つ
い
て
は
、
広
報
な
か
つ
が
わ
平
成　
23

年
８
月
号　

頁
に
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま

21

す
。

①
対
象
事
業
実
施
区
域
お
よ
び

　

そ
の
周
囲
の
概
況
把
握

◆
自
然
的
状
況

　

大
気
環
境
、
水
環
境
、
土
壌
お
よ
び
地

盤
、
地
形
お
よ
び
地
質
、
動
植
物
、
生
態

系
、
景
観
お
よ
び
人
と
自
然
と
の
触
れ
合

い
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
既
存
の
文

献
等
を
参
考
に
概
況
を
調
査
。

◆
社
会
的
状
況

　

人
口
お
よ
び
産
業
、
土
地
利
用
、
地
下

水
の
利
用
、
交
通
、
学
校
・
病
院
・
住
宅

等
の
配
置
、
下
水
道
の
整
備
、
廃
棄
物
お

よ
び
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
状
況
に

つ
い
て
、
既
存
の
文
献
等
を
参
考
に
概
況

を
調
査
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
法
令

等
に
よ
る
指
定
地
域
、
規
制
基
準
に
つ
い

て
も
調
査
。

②
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価

　

の
項
目

　

岐
阜
県
の
区
域
に
つ
い
て
、
周
辺
環
境

へ
の
影
響
を
調
査
、
予
測
、
評
価
す
る
項

目
を
「
工
事
の
実
施
」「
土
地
ま
た
は
工
作

物
の
存
在
お
よ
び
供
用
」
ご
と
に
国
土
交

通
省
令
に
基
づ
き
選
定
。

③
調
査
・
予
測
の
手
法

　

各
環
境
影
響
評
価
項
目
に
つ
い
て
、
現

況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
（
文
献
調
査

・
現
地
調
査
）
の
手
法
お
よ
び
環
境
影
響

を
予
測
す
る
方
法
を
選
定
。

④
評
価
の
手
法

　

調
査
お
よ
び
予
測
の
結
果
を
踏
ま
え
、

実
行
可
能
な
範
囲
内
で
環
境
影
響
が
回
避

ま
た
は
低
減
さ
れ
て
い
る
か
を
評
価
す
る

方
法
の
ほ
か
、
国
や
自
治
体
に
よ
っ
て
環

境
基
準
や
環
境
保
全
上
の
規
制
基
準
等
の

環
境
保
全
策
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
と
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を

評
価
す
る
手
法
を
選
定
。

⑤
超
電
導
リ
ニ
ア
の
施
設
・
設
備

◆
高
架
橋
・
橋
梁

　

明
か
り
区
間
（
地
上
部
）
の
本
線
の
軌

道
中
心
間
隔
は
、　

ｍ
、
構
造
物
の
幅
は

5.8

約　

ｍ
で
、
河
川
や
道
路
等
で
交
差
す
る

14
箇
所
に
お
い
て
は
、
地
形
な
ど
を
考
慮
し
、

個
別
に
橋
梁
の
構
造
を
検
討
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。（
図
１
）

◆
地
上
駅

　

敷
地
と
し
て
延
長
約
１
㎞
、
最
大
幅
約

　

ｍ
、
面
積
約　
　

と
想
定
。（
図
２
）
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3.5
ha

◆
ト
ン
ネ
ル

　

山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
内
空
有
効
断
面
積

（
※
）
は
、
約　

㎡
。（
図
３
）
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※
内
空
有
効
面
積
と
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
空

断
面
積
か
ら
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
な
ど
の
断

面
積
を
引
い
た
面
積
を
い
う
。

◆
車
両
基
地
（
工
場
含
む
）

　

車
両
の
留
置
、
検
査
、
整
備
な
ど
を
行

う
車
両
基
地
は
、
敷
地
と
し
て
延
長
約　
2.5

㎞
、
最
大
幅
約
５
０
０
ｍ
、
面
積
約　
　70
ha

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

方
法
書
は
Ｊ
Ｒ
東
海
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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方
法
書
の
位
置
付
け
お
よ
び
記
載
内
容

（図１）高架橋・橋梁

防音壁部

（10月１日付けで、まちづくり課→リニア推進課へ改称）

（図３）トンネル

（図２）地上駅

出典：中央新幹線環境影響評価方法書【岐阜県】

明かりフード設置部


